
一
口

メ
モ

賃
金
工
事
単
価
引
き
上
げ
・
生
活
の
で
き
る
賃
金
を
！

第89回長崎地区メーデー

すすべべててのの働働くく者者のの連連帯帯でで自自由由でで平平和和なな世世界界とと
希希望望ののももててるる安安心心でで豊豊かかなな社社会会ををつつくくろろうう！！

五
月
の
風
香
る
心
地
よ
い
天

候
に
恵
ま
れ
た
五
月
一
日
㈫
に
、

労
働
者
の
祭
典
「
長
崎
地
区

メ
ー
デ
ー
」
が
出
島
ワ
ー
フ
三

角
広
場
で
開
催
。
連
合
長
崎
地

域
協
議
会
な
ど
各
労
働
団
体
か

ら
総
勢
二
八
〇
〇
名
が
メ
イ
ン

会
場
に
集
結
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
の
開
会
の
後
、
冒

頭
、
連
合
長
崎
地
協
の
酒
井
議

長
が
「
中
小
の
事
業
所
と
そ
こ

で
働
く
人
達
、
未
組
織
労
働
者

を
含
め
た
賃
金
の
底
上
げ
。
被

災
地
の
復
興
支
援
。
来
年
の
統

一
自
治
体
選
挙
と
参
議
院
選

挙
」
に
つ
い
て
、
連
帯
こ
そ
が

組
合
運
動
の
原
点
だ
と
し
て
支

援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
続
い

て
連
合
長
崎
宮
崎
会
長
、
民
進

党
長
崎
県
連
か
ら
高
木
代
表
、

社
民
党
県
連
か
ら
坂
本
幹
事
長
、

中
村
知
事
、
加
藤
長
崎
副
市
長

ら
が
、
参
加
者
へ
の
労
い
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
社
会
情
勢

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

議
員
の
紹
介
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
披

露
。
続
い
て
大
会
で
は
「
す
べ

て
の
働
く
者
の
連
帯
で
、
自
由

で
平
和
な
世
界
と
希
望
の
も
て

る
安
心
で
豊
か
な
社
会
を
つ
く

ろ
う
」
を
メ
イ
ン
と
し
て
「
労

働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
と
、

社
会
保
障
制
度
の
確
立
」「
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
全

国
の
仲
間
と
連
携
し
た
取
組
の

継
続
」
な
ど
七
項
目
を
採
択
。

地
場
・
中
小
組
合
の
春
季
生

活
闘
争
を
支
援
す
る
特
別
決
議

と
「
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和

を
め
ざ
す
特
別
決
議
」
が
提
案

さ
れ
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

尚
、
長
崎
地
区
労
主
催
の

メ
ー
デ
ー
も
午
前
九
時
か
ら
、

五
島
町
公
園
で
開
催
さ
れ
、
建

設
長
崎
か
ら
七
〇
名
が

参
加
。
賃
金
と
適
正
な

工
事
単
価
の
引
上
げ
、

職
人
の
労
働
環
境
改
善

な
ど
を
訴
え
、
地
区
労

の
仲
間
・
推
薦
議
員
と

共
に
、
出
島
ワ
ー
フ
会

場
ま
で
デ
モ
行
進
。「
技

術
・
技
能
に
見
合
っ
た

賃
金
を
」「
建
設
労
働

者
の
賃
金
を
引
き
上
げ

よ
う
」「
若
者
に
魅
力

あ
る
建
設
産
業
に
」
等

の
、
の
ぼ
り
を
掲
げ
ま
し
た
。

会
場
で
は
「
住
宅
工
事
は
信

頼
で
き
る
地
元
業
者
へ
」「
若

年
技
能
者
が
育
つ
賃
金
を
」
と

書
か
れ
た
賃
金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約

一
〇
〇
〇
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

一
八
八
六
年
五
月

一
日
の
ア
メ
リ
カ

で
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働

で
虐
げ
ら
れ
て
い
た
労
働
者

が
、
自
身
の
暮
ら
し
の
改
善

の
た
め
、
賃
金
ア
ッ
プ
と
八

時
間
労
働
を
要
求
し
、
ス
ト

ラ
イ
キ
・
デ
モ
を
行
っ
た
の

が
起
源
と
な
り
、
労
使
対
立

の
様
相
が
強
か
っ
た
メ
ー

デ
ー
か
ら
約
百
三
十
二
年
。

今
で
は
、
全
世
界
の
労
働
者

の
祭
典
と
な
り
、
要
求
の
内

容
も
時
代
と
と
も
に
変
化
を

し
て
き
て
い
ま
す
。
メ
ー

デ
ー
誕
生
当
初
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
八
時
間
は
労
働
、
八
時

間
は
休
息
、
そ
し
て
残
り
八

時
間
は
自
分
た
ち
の
自
由
な

時
間
（
教
育
）
の
た
め
に
」

と
い
う
主
張
は
今
も
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

建設長崎第73回定期大会
開 催 告 示

組合員各位 平成30年5月15日
長崎県建設産業労働組合
執行委員長 舩津 栄市

記
組合は規約第22条から第25条に基づき、下記要領で大会を開催致しま

す。
【開催日時】平成30年7月15日㈰ 午前9時受付、午前10時開会

午後4時30分閉会予定
【開催場所】長崎新聞文化ホール
【目 的】1年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運動方

針と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機関として
開催します。

【内 容】1．平成29年度活動経過報告承認の件
1．平成29年度会計決算報告承認の件
1．平成30年度運動方針（案）決定の件
1．平成30年度一般会計予算（案）決定の件
1．平成30年度役員改選に関する件
1．その他の件

代 議 員 立 候 補 告 示
組合規約第22条、大会運営規定第3条に基づき、総数120名（各支部

に選出数割り当て）を選出します。
立候補届受付 ・受付期間 平成30年6月30日㈯ 正午迄

（土、日除く）第1、第3、第5土は正午迄
・受付会場 県下15支部の各支部事務所

尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投票
を行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限 組合費等を4ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

本部役員立候補告示
組合規約第38条、役員選出規定第7条、8条に基づき、本部役員に立

候補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の2週間前までに
選挙管理委員長に届け出て下さい。

昨年のハガキ要請行動の取り組みにより、平成30年度の国保組合関係予算の
総額は、前年度と比較して76．6億円の減となりましたが、一人当たりの医療費
の伸びを見込ませることにより、現行補助水準を確保できる事となりました。
今年も平成31年度の国保予算の概算要求に向けたハガキ要請行動で、組合
員・家族一人一人の声を直接厚生労働省に訴えましょう。国保組合の安定運営
と、国保組合制度を将来に渡って守るため、組合員一人2．5枚の「ハガキ要請
行動」の取り組みにご理解とご協力をお願い致します。

【記】
1、取り組み期間
平成30年5月24日㈭～7月13日㈮

2、要請先『厚生労働省』
〒100‐8916 東京都千代田区霞が関1‐2‐2
①厚生労働省 保険局長 殿
②厚生労働省 大臣官房審議官 医療保険担当 殿
③厚生労働省 国民健康保険課長 殿
④厚生労働省 国民健康保険課長補佐 殿

3、例文

May
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お願い
国保組合に対する特別助成の満額確保に
むけた「ハガキ要請行動」に取り組みます。

宛先：厚生労働省
組合員・ご家族の皆様の直筆でご協力を！

建設国保は、加入して
いる仲間が支払う保険料
と国からの補助金で運営
されています。ハガキ要
請行動は補助金を確保し
国保組合の健全運営に欠
かせない大切な取り組み
です。

（家族の場合）

「私の夫は長崎県で○○をしています」
「私の父は長崎県の○○です」
※○○は大工、左官、塗装等建設業に携ってい
る職種を記入してください。

（本人の場合）

私は長崎県で○○をしています。
建設国保はいのちと健康を守る大
切な制度です。私たちの建設国保
への補助金は、現行水準を確保し
てください。

5
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大　村 東長崎 諫　早

7 13

4

優　勝（諫早支部）

New！平成30年4月1日以降新たに同居・近居する方が対象になります。
（但し、着工前（売買契約前）に交付申請・決定を受ける必要があります）

小学生以下の子ども（妊娠中の方を含みます）
がいる子育て中の世帯

子育て（希望）世帯を支援する世帯
⇒父母、おじおば、祖父母など

現在子どものいない夫婦　で、今後子育てを予定
する世帯

※５

事業の目的

補助メニュー・補助額

同居・近居同居・近居同居・近居

平成30年度
　　　長崎県3世代同居・近居促進事業

補助金最大40万円！
（一部の市町で異なります）

【お問合せ先】長崎県土木部住宅課　TEL：095-894-3104 住まいの玉手箱

新たに3世代（親、子、孫※1　など）で同居・近居する
ための住宅の新築や改修工事、取得（購入）を市町※2　一緒に支援します！
⇒これから子育てを考えられているご夫婦（将来3世代）も対象になります！

※1 小学生以下の子どもが対象です。
※2 事業の実施の有無、内容及び要件は各市町により異なる場合があります。

安心して子どもを産み育てることのできる住まい・居住環境の整備に補助を行うことにより、
出生率の向上や子育て支援を図ります。

メニュー

同居

近居※3

住宅の取得
（新築・中古）

対象経費の合計に対して、
補助率1／5（上限40万円）

新築工事 改修工事※4 〈改修の対象となる工事〉
①間取りの変更等
②台所・浴室・トイレ・
　洗面所等の改修・増設
③バリアフリー改修
④屋根・天井・外壁・床・
　窓の断熱改修
⑤浄化槽の設置・入れ替え

※3　近居の範囲は地域の実情に合わせ市町が定めます。
※4　改修工事については、県内に本社を有する法人又は県内に住所を有する
　　　個人が施工するものに限ります。

※5 夫婦の合計年齢が申請時点において80歳以下の若年世帯を対象とします。

支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は「
諫
早
支
部
」。
大
村
支
部
の
壁
を
打
ち
破
る
！

各
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
四

月
二
十
二
日
㈰
琴
海
北
部
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
白
熱
し

た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
は
大
会
に
備
え
て
事

前
に
練
習
を
行
い
、
優
勝
を

狙
っ
て
い
る
支
部
。
選
手
が
揃

わ
ず
に
、
参
加
者
を
工
面
し
、

や
っ
と
選
手
が
集
ま
り
参
加
出

来
た
支
部
。
ま
た
、
そ
れ
で
も

選
手
が
集
ま
ら
ず
に
仕
方
な
く

棄
権
し
た
支
部
も
あ
り
、
全
体

で
九
チ
ー
ム
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

試
合
は
昨
年
か
ら
三
コ
ー
ト

の「
リ
ン
ク
リ
ー
グ
制
」で
行
わ

れ
て
お
り
、
抽
選
で
三
チ
ー
ム

ず
つ
に
別
れ
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

方
式
も
採
用
し
、
予
選
リ
ー
グ

の
九
試
合
の
中
で
四
試
合
が

コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
、

各
リ
ー
グ
を
制
し
た
、
東
長
崎

支
部
、
諫
早
支
部
、
大
村
支
部

の
三
チ
ー
ム
が
進
出
。
抽
選
の

結
果
、
大
村
支
部
が
シ
ー
ド
を

獲
得
。
東
長
崎
支
部
と
諫
早
支

部
に
よ
る
準
決
勝
の
勝
者
、
諫

早
支
部
と
の
決
勝
戦
カ
ー
ド
と

な
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
両
チ
ー
ム
と
も
ミ

ス
の
な
い
緊
張
感
漂
う
ゲ
ー
ム

展
開
と
な
り
、
ベ
ン
チ
、
応
援

の
方
々
の
声
援
も
一
層
力
が
入

り
熱
を
帯
び
て
い
き
ま
し
た
。

試
合
は
終
盤
リ
ー
ド
し
て
い
た

大
村
支
部
で
し
た
が
、
制
限
時

間
ギ
リ
ギ
リ
に
次
の
回
に
進
み
、

最
終
回
で
諫
早
支
部
が
、
見
事

に
逆
転
し
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

今
年
は
全
支
部
が
揃
う
事
が

出
来
な
く
て
残
念
な
大
会
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
試

合
が
熱
戦
で
応
援
し
て
い
た
人

も
盛
り
上
が
っ
た
大
会
で
し
た
。

﹇
試
合
結
果
﹈

（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

【
今
大
会
の
ル
ー
ル
】

勝
ち
点
に
つ
い
て

・
コ
ー
ル
ド
勝
ち

二
・
五
点

・
勝
ち

二
点

・
引
き
分
け

一
点

・
負
け

〇
点

・
コ
ー
ル
ド
負
け
▲
〇
・
五
点

・
勝
ち
点
が
同
じ
場
合
、
失
点

数
で
順
位
を
決
定

（
予
選
リ
ー
グ
）

①職長教育・安全衛生責任者教育講習（2日間）
【日 時】平成30年6月21日㈭～22日㈮

午前9時～午後5時
【場 所】組合本部（建設技能会館2階）
【受講料】8，000円（テキスト代込）

※組合員は2，000円の助成あり
【受付期間】随時受付（6月8日締切）
【受講対象者】
職長・安全衛生責任者についている方。もしくは就く予定の方。

②職長教育・安全衛生責任者能力向上教育講習（1日間）
【日 時】平成30年6月22日㈮

午前9時～午後5時
【場 所】組合本部（建設技能会館2階）
【受講料】4，000円（テキスト代込）
【受付期間】随時受付（6月8日締切）
【受講対象者】
職長・安全衛生責任者の職務に従事することとなった後概ね5年
経過した方。

〇募集定員 40名（受講者が20名未満の場合は開催できない場合もあ
ります）
各支部にて申込用紙に必要事項を記入の上、受講料を添えて申し込みを
お願いします。（締切日厳守）

〇駐車場に限りがあります。出来るだけ乗り合わせ、近隣駐車場のご利用
へのご協力をお願いします。

職長教育は一般的な資格取得講習と違い、少人数制のグループ討
議が中心です。講習時間は規則で規定されており、14時間（2日間）
です。※能力向上教育については5時間40分（1日）筆記試験はあ
りません。規定の講習時間を修了すれば、「職長」の資格と「安全
衛生責任者」の資格が同時に取得でき、資格証である「職長・安全
衛生責任者教育修了証」を交付します。

二級建築施工管理技士 受講生募集中‼
受講申込受付 4月より随時受付
講 習 場 所 長崎建設技術専門学院（095－861－9261）

大村建設技術専門学院（0957－53－8385）
講 習 期 間 平成30年7月上旬～10月下旬まで（28日間予定）
講 習 時 間 毎週3回予定 午後6時30分～9時まで
受 講 料 30，000円
講 習 内 容 建築一般Ⅰ・建築一般Ⅱ・安全管理・施工管理・

品質管理・工程管理・法規Ⅰ・法規Ⅱ・実技全般
募 集 人 員 各校とも最低5名以上で実施
受 験 資 格 （実務経験） 高等学校（指定学科卒）3年以上

指定学科以外卒業後4年6ヶ月以上
実務経験者8年以上
大学・専門校により実務経験は異なります。

※受講希望者で早目の申込があれば、願書は学院で準備します。

決勝戦スコア表
計

13

7

五

9

0

四

0

6

三

2

0

二

2

1

一

0

0

チーム名

諫早

大村

Ｃコート Ｂコート Ａコート
☆
☆

大浦
佐東
佐東

0
3
9

10 対
11 対
9 対

大村
大浦
大村

☆
☆

平戸
中央
中央

6
0
4

10 対
11 対
11 対

諫早
平戸
諫早

東長崎
佐中
西彼

2
6
4

3 対
10 対
9 対

佐中
西彼
東長崎

勝敗
2勝0敗
1勝1敗
0勝2敗

勝点
4．5
2
－0．5

支部名
大 村
大 浦
佐 東

順位
1位
2位
3位

勝敗
2勝0敗
1勝1敗
0勝2敗

勝点
4．5
2．5
－1

支部名
諫 早
平 戸
中 央

順位
1位
2位
3位

失点7
失点12
失点15

勝敗
1勝1敗
1勝1敗
1勝1敗

勝点
2
2
2

支部名
東長崎
佐 中
西 彼

順位
1位
2位
3位

職長教育・安全衛生責任者（能力向上）教育講習
（リスクアセスメント）

開 催 の ご 案 内

▲優勝 諫早支部

▲準優勝 大村支部

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第635号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）5月15日発行
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《お申込みのお願い》

巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の 2週間前までに組合
へお願いします。

■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

諫早文化会館
建設長崎佐世保東支部事務所
時津町北部コミュニティセンター
平戸文化センター
建設長崎大村支部事務所
建設技能会館（組合本部）
島原文化会館
佐世保技能会館
時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成30年6月10日㈰
平成30年6月17日㈰
平成30年7月8日㈰
平成30年9月2日㈰
平成30年9月9日㈰
平成30年9月30日㈰
平成30年10月28日㈰
平成30年11月18日㈰
平成30年12月2日㈰

長
建
国
保
だ
よ
り

特定健診のご案内と
受診券を郵送しました
受診券の他に①
「特定健診実施機関
一覧表」②「質問票」
③「巡回健診申込
書」④「特定健診受
診券」を同封してい
ますので是非ご覧下
さい。

巡回健診のご案内
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診
断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康
チェックとしてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成30年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方
（同日現在の加入者で平成31年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国
保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診すること
が出来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2
週間前までに組合支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので
必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検
査項目申込者のみ）、検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・
尿蛋白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検
査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：一部自己負担）
○肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型2，300円）○前立腺がん検査（1，000円）
○胃がん検査（1，500円） ○子宮頸がん検査（自己採取法 1，500円）
○喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰 無料）
○大腸がん検査（無料）
※選択検査項目を受診される方は、上記受診料金を健診日当日に係員に現金にてお支払い下さい。

長
建
国
保
で
は
組
合
員
と
家

族
の
生
命
と
健
康
を
守
る
一
環

と
し
て
、
疾
病
の
予
防
と
早
期

発
見
に
よ
り
健
康
管
理
の
一
層

の
推
進
を
図
る
為
、
組
合
員
と

配
偶
者
（
主
婦
）
の
「
一
泊
二

日
」、「
日
帰
り
」
の
人
間
ド
ッ

ク
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
診
対
象
者

●
長
建
国
保
加
入
の
組
合
員

●
配
偶
者
（
主
婦
）

【
条
件
】

①
一
泊
二
日
の
場
合

満
四
十
歳
以
上
の
方

日
帰
り
の
場
合

満
三
十
五
歳
以
上
の
方

②
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
組

合
員

■
受
診
料
（
受
診
者
の
個
人
負

担
額
）

個
人
負
担
額

一
泊
二
日

受
診
者
一
人
に
つ
き

一
八
、
〇
〇
〇
円

日
帰
り

受
診
者
一
人
に
つ
き

七
、
〇
〇
〇
円

※
申
込
の
際
に
所
属
支
部
事
務

所
で
必
ず
納
入
し
て
下
さ
い
。

■
申
込
方
法

受
診
申
込
は
、
所
属
支
部
事
務

所
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。（
五

島
市
、
上
五
島
の
組
合
員
は
組

合
本
部
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。）

■
実
施
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
末
ま
で
実
施
致
し
ま
す
。

※
所
属
支
部
事
務
所
で
申
込
を

行
っ
た
場
合
、
病
院
側
の
受
け

入
れ
態
勢
等
の
都
合
に
よ
り
必

ず
し
も
希
望
日
に
受
診
出
来
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

■
検
診
の
内
容

①
身
体
検
査

②
血
圧
測
定

③
心
電
図
検
査

④
眼
底
検
査

⑤
尿
検
査

⑥
便
検
査

⑦
血
液
検
査

⑧
肺
機
能
検
査

⑨
胸
部
Ｘ
線
検
査

⑩
胃
部
Ｘ

線
検
査

⑪
超
音
波
検
査

⑫
骨
密
度
Ｘ
線
検
査

⑬
体
力

測
定

⑭
婦
人
科
検
診
（
子
宮

癌
、
乳
癌
）

等

※
検
査
内
容
は
、
病
院
に
よ
っ

て
多
少
異
な
り
ま
す
。

自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
長建国保に1年以上加入している40～75歳未満の

方で、特定健診受診券の交付を受けている方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている医
療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができま
せん。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いしま
す。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査
・肝機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行
います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合が
あります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はありませ
ん。
受診券に記載されている有効期限までに受診して下
さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を
直接予約すると受診できます。お仕事などで決められた
日時に受診できなかったときも再度予約すれば受診でき
ますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早
めに受診いただくことをおすすめします。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

人間ドック実施医療機関
電話番号

095‐822‐3151

095‐861‐1477
（FAX）095‐833‐1014

095‐856‐1305

095‐841‐9612
（FAX）095‐849‐0129

095‐843‐7701
（FAX）095‐872‐7185

095‐857‐3000

0957‐27‐2127

0957‐52‐2161

0956‐33‐5335

0956‐49‐3377

0950‐28‐1113

0959‐72‐3181

医療機関の所在地

〒850‐0832
長崎市油屋町1‐21

〒852‐8022
長崎市富士見町3‐25

〒852‐8055
長崎市虹が丘町1‐1

〒852‐8511
長崎市茂里町3‐15

〒852‐8107
長崎市浜口町3‐5

〒852‐8061
長崎市滑石1‐12‐5

〒859‐0401
諫早市多良見町化屋986‐2

〒856‐0817
大村市古賀島町133‐22

〒857‐1165
佐世保市大和町15

〒857‐0136
佐世保市田原町11‐9

〒859‐5363
平戸市草積町1125‐12

〒853‐0031
五島市吉久木町205

婦人科検診

なし

なし

乳ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

なし

乳ガン

乳ガン
子宮ガン

受診区分

1泊2日
日帰り

日帰り

1泊2日
日帰り

日帰り

日帰り

日帰り

1泊2日
日帰り

1泊2日
日帰り

1泊2日
日帰り

日帰り

1泊2日
日帰り

日帰り

受診対象者

男性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

実施医療機関名

ながさき内科
リウマチ科病院

さとう内科医院

虹が丘病院

長崎原爆病院

福田ゆたか外科医院

長崎北徳洲会病院

日赤原爆諫早病院

大村市民病院

佐世保中央病院

久保内科病院

平戸市民病院

五島中央病院

人人間間ドドッックク実実施施ののおお知知ららせせ

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）5月15日発行建 設 長 崎第635号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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平
戸
支
部
・
田
平
分
会

大
村
支
部
・
彼
杵
分
会

北
松
支
部

浦
上
東
支
部

西
彼
支
部
・
時
津
分
会

西
彼
支
部
・
長
与
分
会

住
宅
デ
ー

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
包

丁
研
ぎ
で
す
が
、
四
月
二
十
九

日
に
今
回
も
「
第
四
十
一
回
田

平
春
ま
つ
り
」
会
場
に
て
実
施

し
ま
し
た
。

私
達
平
戸
支
部
田
平
分
会
組

合
員
と
田
平
町
職
人
組
合
の
合

同
で
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り

の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
三
十

年
連
続
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

開
始
当
時
は
、
組
合
員
も
多
く

い
た
の
で
、
春
ま
つ
り
に
合
わ

せ
三
日
間
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
時
の
経
過
と
と
も

に
二
日
に
な
り
、
今
現
在
の
一

日
だ
け
に
な
っ
て
二
十
年
近
く

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
で
は
春
ま
つ
り
の
主
役
的
立

場
へ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
あ
る

包
丁
研
ぎ
で
す
が
、
今
年
も

刃
物
が
三
百
六
十
本
、
ま
な

板
二
十
六
枚
、
受
付
け
た
方

百
名
を
超
え
る
結
果
と
な
り
、

中
に
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
言
葉
を
か
け
て

く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

大
盛
況
と
は
言
い
つ
つ
も
、

肝
心
の
研
ぎ
手
の
方
が
二
十

名
ほ
ど
と
毎
年
減
少
し
て
お

り
、
悲
鳴
を
上
げ
な
が
ら
研
い

で
い
る
の
が
現
状
で
す
。
さ
ら

に
、
研
ぎ
手
も
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
後
何
年
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
包
丁
を

持
っ
て
早
く
か
ら
並
ば
れ
る
お

客
様
の
事
を
思
う
と
、
地
元
の

お
客
様
か
ら
仕
事
を
も
ら
っ
て

い
る
限
り
は
、
少
し
ば
か
り
で

す
が
恩
返
し
の
気
持
ち
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
、
頑
張
っ
て
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岡
田

眞
）

今
年
、
地
元
長
崎

の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
「
Ｖ
フ
ァ
ー
レ

ン
長
崎
」
が
、
Ｊ
2

か
ら
Ｊ
1
へ
昇
格
し

ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
好
き
の

方
な
ら
分
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
Ｖ

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
に

は
、
高
木
監
督
は
じ

め
、
長
崎
出
身
の
選

手
が
四
名
在
籍
。
そ

の
中
に
今
年
入
団
し

た
、
背
番
号
25
番
の

「
本
多
琢
人
」
選
手

が
い
ま
す
。
実
は
、
中
央
支
部

の
本
多
支
部
長
の
息
子
さ
ん

（
長
男
）
な
の
で
す
。
大
学
在

学
中
の
昨
年
か
ら
Ｖ
フ
ァ
ー
レ

ン
で
練
習
生
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
三
月
に
大

学
を
卒
業
と
同
時
に
入
団
と
な

り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
大
好
き
少
年
は
小

学
校
二
年
生
の
時
に
「
あ
ぐ
り

西
町
Ｆ
Ｃ
」
に
入
団
、
そ
の
後

は
、「
南
山
中
学
校
」「
南
山
高

校
」「
東
海
学
園
大
学
」と
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
て
き
た
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
小
さ
い
こ
ろ
は
、
父

の
本
多
支
部
長
と
も
、
サ
ッ

カ
ー
で
遊
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
Ｊ
1

元
年
、
本
多
選
手
を
含
め
、
皆

さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

岡
田

眞

村
田

弥
一

瀬
上

宏
一

橋
本

利
浩

横
田

広
三

稲
澤

良
一

岡
田

明

山
口

隆
良

冠

久
男

岡
田

直
人

川
上

高
尾

山
本

五
男

嵜
本

実

住
宅
デ
ー

平
成
三
十
年
四
月
二
十
九
日

㈰
、
彼
杵
中
学
校
に
て
「
蔵
本

地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
、
大
村
支
部
彼
杵
分
会
は

無
料
木
工
教
室
を
出
店
し
ま
し

た
。
当
日
の
天
気
は
快
晴
で
風

も
あ
り
、
清
々
し
い
住
宅
デ
ー

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
一
時
に
ま
つ
り
の
開
会

式
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
れ
か
ら

木
工
教
室
が
ス
タ
ー
ト
。
普
段

触
れ
る
機
会
の
少
な
い
金
づ
ち

の
作
業
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
は

興
味
津
々
の
よ
う
で
、
受
付
に

並
べ
た
「
本
立
て
、
す
の
こ
、

プ
ラ
ン
タ
ー
、
踏
み
台
、
小
物

入
れ
」
の
見
本
を
見
せ
て
作
り

た
い
も
の
を
決
め
て
も
ら
っ
て
、

親
御
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

真
剣
な
眼
差
し
で
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
大
工
さ
ん

の
人
手
が
足
り
な
い
く
ら
い
の

大
盛
況
で
、
順
番
待
ち
の
子
が

並
ぶ
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

住
宅
デ
ー
終
了
後
は
大
安
さ

ん
宅
で
打
ち
上
げ
を
行
い
、
こ

ち
ら
も
大
層
盛
り
上
が
り
、
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。（
山
本
）

支
部
旅
行

北
松
支
部
で
は
、
四
月
二
十

二
日
、
二
十
三
日
に
二
十
二
名

の
参
加
で
大
分
ま
で
支
部
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。

八
時
の
乾
杯
を
合
図
に
楽
し

い
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最

初
の
目
的
地
の
臼
杵
石

仏
ま
で
高
速
で
の
移
動

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

早
い
ペ
ー
ス
で
ビ
ー

ル
・
お
酒
が
消
費
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

石
仏
の
見
学
・
昼
食

の
後
に
は
武
家
屋
敷
の

見
学
で
す
。

屋
敷
の
見
学
・
城
下

町
の
散
策
も
行
い
、
四

月
下
旬
と
は
思
え
な
い

暑
さ
の
な
か
、「
屋
根

の
取
り
付
け
が
ダ
メ
」「
こ
の

梁
は
年
季
が
入
っ
て
い
る
」
な

ど
、
武
家
屋
敷
だ
け
で
な
く
ほ

か
の
家
も
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
見
学
先

で
立
ち
寄
っ
た
酒
蔵
で
も
試
飲

を
行
い
、
お
土
産
も
購
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
当
地
独
自
の
製

法
に
よ
る
湯
の
花
小
屋
で
記
念

写
真
を
撮
影
し
、
宿
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。

温
泉
で
汗
と
酒
を
流
し
、
宴

会
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
飲
ん
で
い
た
の
に
も

関
わ
ら
ず
、【
よ
く
飲
み
・
よ

く
食
べ
・
よ
く
歌
う
】
の
三
拍

子
そ
ろ
っ
た
北
松
の
伝
統
が
今

回
も
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
も
変
わ
る
こ
と
な
く

朝
か
ら
乾
杯
を
行
い
、
目
的
地

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

九
重
夢
大
吊
橋
で
は
、
熊
本

地
震
に
よ
っ
て
崩
れ
た
山
肌
が

今
も
確
認
で
き
、
売
店
の
方
か

ら
当
時
の
事
を
教
え
て
も
ら
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
道
ノ
尾
駅
で
買
い

物
を
済
ま
せ
、
帰
路
へ
と
つ
き

ま
し
た
。
心
配
さ
れ
て
い
た
天

候
も
雨
が
降
る
こ
と
も
な
く
、

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

沢
山
の
お
土
産
と
思
い
出
話

を
携
え
、
北
松
支
部
旅
行
は
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

（
西
田
）

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

大
安
和
一
郎

中
尾

政
男

松
野

隆
志

岩
永

磐
雄

伊
藤

一
廣

一
瀬

純
男

大
安

米
子

中
尾
ス
ミ
子

松
野
希
光
子

岩
永
ア
ヤ
ノ

伊
藤

久
子

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

四
月
二
十
九
日
㈰
午
前
十
一

時
よ
り
、
あ
ぐ
り
の
丘
の
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
浦
上
東
支

部
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
ご
参
加
頂
い
た
方
や
今

年
初
め
て
ご
参
加
頂
け
る
方
々

も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
最
高
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
時
間
前
に
支
部
三
役
、

青
年
部
に
集
合
し
て
頂
き
、
材

料
運
搬
や
炭
起
こ
し
等
の
準
備

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
あ
ぐ
り
の
丘
に
て
開
催
さ

れ
て
い
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
会
場
に
て
、
拡
大
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
組
合
員
、
主
婦

会
、
青
年
部
、
来
賓
を
合

わ
せ
て
、
計
四
十
六
名
の

参
加
で
し
た
。
舩
津
委
員

長
、
田
中
副
委
員
長
、
坂

本
県
議
に
も
お
忙
し
い
中
、

駆
け
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。

事
前
の
材
料
の
買
い
出

し
、
仕
込
み
等
、
準
備
か

ら
片
付
け
ま
で
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
組
合
員
、
主
婦

会
、
青
年
部
の
皆
様
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
江
頭
）

お
花
見
日
帰
り
旅
行

〜
橘
神
社
の
サ
ク
ラ
に
酔
う
〜

時
津
連
合
分
会
で
は
、
四
月

一
日
㈰
毎
年
恒
例
の
花
見
会
を

二
十
五
名
の
参
加
を
頂
き
、
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
大
型
バ
ス
に
飲
み

物
等
を
い
っ
ぱ
い
積
込
み
、
出

発
と
同
時
に
中
尾
副
支
部
長
の

音
頭
の
も
と
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、

目
的
地
の
橘
神
社
に
向
か
い
到

着
次
第
二
度
目
の
乾
杯
を
し
、

花
見
が
ス
タ
ー
ト
。
終
了

後
は
昼
食
会
場
の
み
か
ど

ホ
テ
ル
で
の
バ
イ
キ
ン
グ

料
理
で
賑
わ
い
、
帰
路
は

カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い
小
浜
温

泉
で
は
足
湯
に
つ
か
り
、

最
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等

で
ま
た
賑
わ
い
、
楽
し
い

花
見
の
一
日
を
終
了
し
ま

し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
浦
馬
場
幾
男
）

お
花
見
会

〜
サ
ク
ラ
花
び
ら
舞
う
高
田
川
〜

新
年
度
の
初
日
を
、
毎
年
恒

例
の
親
睦
花
見
会
で
活
動
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
長
与
連
合
分

会
。Ｊ

Ｒ
高
田
駅
横
、
沿
線
に
連

な
る
サ
ク
ラ
並
木
の
公
園
に
て

開
会
！
最
高
の
日
和
に
集
い
し

は
二
十
八
名
。
満
開
を
過
ぎ
、

時
節
金
色
の
列
車
が
舞
い
上
げ

る
ピ
ン
ク
の
花
弁
が
コ
ッ
プ
に

浮
か
ぶ
。
常
に
絶
え
な
い
笑
い

が
よ
り
一
層
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
味
を
引

き
立
て
、
参
加
者
の
顔
が
次
第

に
赤
く
な
る
の
は
春
光
の
せ
い

か
、
す
す
ん
だ
お
酒
の
せ
い

か
？
は
さ
て
置
き
、
長
年
、
多

大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
植
田
前

支
部
長
の
い
つ
も
の
穏
や
か
な

お
顔
を
思
い
浮
か
べ
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
に
沢
山
の
方

か
ら
ご
寸
志
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

年
も
多
く
の
方
の
参
加
を
待
っ

て
ま
〜
す
。

（
毎
熊
明
夫
）

こ
こ
に
こ
ん
な
人
が
●
●
●

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
本
多
琢
人
さ
ん

▲千々石町 橘神社にて

▲天気にも恵まれ、組合員・家族46名が参加

▲研ぎ手として奮闘いただいた皆さん

▲順番待ちが出るほどの人気ぶり

▲宮崎キャンプに参加（平成29年2月）

▲別府 明礬温泉 湯の花小屋にて

▲高田駅横 サクラ並木の公園にて

（
右
本
多
支
部
長
左
本
多
琢
人
さ
ん
）
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